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に
太
陽
追
尾
装
置
を
乗
せ
、必
要
に
応

じ
て
並
べ
る
な
ど
、大
き
な
装
置
で
も
省

ス
ペ
ー
ス
で
設
置
で
き
ま
す
」

と
、
草
野
先
生
。

　

冬
場
や
夜
は
こ
の
温
度
を
温
水
や
温

風
に
交
換
し
て
暖
房
し
ま
す
。
シ
ス
テ

ム
さ
え
設
置
す
れ
ば
、
暖
房
コ
ス
ト
は

限
り
な
く
タ
ダ
で
す
。

を
選
び
ま
し
た
。

オ
イ
ル
に
蓄
熱
し
て
温
水
を
供
給

山
口
：
草
野
先
生
が
担
当
す
る
の
は
、

現
在
の
重
油
ボ
イ
ラ
ー
に
代
わ
る
、
い

わ
ば
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー
版
。

あ
る
い
は
屋
根
の
上
で
温
水
を
作
る
太

陽
温
水
器
の
中
身
を
オ
イ
ル
に
置
き
換

え
た
よ
う
な
も
の
、
と
い
え
ば
わ
か
っ

て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
。

　

参
考
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

最
終
的
な
将
来
の
構
想
「
温
水
・
電

力
併
給
の
高
効
率
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
が
一
番
左
に
あ
る

太
陽
追
尾
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

現
在
は
「
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
」
の
外
部
団
体
「
（
財
）

航
空
宇
宙
技
術
振
興
財
団
」
か
ら
徳
島

大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
二
軸
太
陽
追
尾
装

置
を
、
生
物
資
源
産
業
学
部
の
演
習
林

（
石
井
町
）
に
設
置
し
て
デ
ー
タ
を
収

集
し
て
い
ま
す
（
写
真
）
。
二
軸
追
尾

は
従
来
の
無
追
尾
固
定
状
態
よ
り
、
約

１
．４
倍
の
太
陽
光
を
受
光
で
き
ま
す
。

　

装
置
が
太
陽
を
追
尾
す
る
た
め
の

モ
ー
タ
ー
の
電
力
を
長
谷
崎
先
生
の
熱

発
電
機
が
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

集
め
ら
れ
た
太
陽
の
熱
は
ボ
イ
ラ
ー

内
の
オ
イ
ル
に
蓄
熱
さ
れ
ま
す
。
な
ん

と
温
度
は
３
０
０
度
に
も
な
り
ま
す
。

「
従
来
の
ボ
イ
ラ
ー
と
違
い
、オ
イ
ル
を

入
れ
る
容
器
は
自
由
な
形
に
で
き
ま
す
。

例
え
ば
電
柱
の
よ
う
な
形
状
に
し
て
、上

地
場
産
業
の
発
展
と
温
暖
化
防
止
に

貢
献

守
家
：
長
谷
崎
先
生
と
草
野
先
生
の
今

回
の
共
同
研
究
は
、
ど
こ
ま
で
も
徳
島

へ
の
貢
献
と
地
球
温
暖
化
防
止
へ
寄
与

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

私
た
ち
の
取
組
は「
徳
島
大
学
平

成
29
年
度
選
定
ク
ラ
ス
タ
ー
」、「
国
立

研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

（
J
S
T
） 

マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム〈
探
索
試
験
〉」、「
阿
波
銀
行

学
術
・
文
化
振
興
財
団
平
成
29
年
度

年
度
学
術
部
門
」な
ど
の
研
究
助
成

を
受
け
る
な
ど
、大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

長
谷
崎
先
生
は
、

「
こ
の
装
置
を
使
用
し
、
基
礎
デ
ー
タ

を
取
得
し
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
用
の
温

水
・
電
力
併
給
の
高
効
率
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と

は
、
将
来
的
に
は
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
暖

房
用
重
油
の
消
費
削
減
を
図
り
，
地
球

温
暖
化
防
止
に
寄
与
す
る
徳
島
県
農
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
（
地
方
創
生
事
業
）
に

結
び
つ
け
る
も
の
で
す
」

と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
熱
を
電
気
に
変
換
す
る
性

能
向
上
、
熱
伝
導
の
効
率
化
、
小
型
化
、

耐
久
力
、
コ
ス
ト
の
問
題
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
実
現
に
向

か
っ
て
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

徳
島
は
全
国
７
位
の
日
照
時
間

山
口
：
太
陽
を
生
か
す
と
聞
け
ば
、
近

年
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
空
き
地
に
出
現
し

て
い
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
思
い
浮

か
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。徳
島
の
平

均
的
日
照
時
間
は
全
国
７
位（
1
9
8
4

年
～
2
0
1
3
年
の
平
均
値
、測
定
の
仕
方
に

よ
っ
て
順
位
付
け
に
違
い
が
あ
り
ま
す
）で
す
。

　

こ
れ
を
利
用
し
て
い
る
の
が
農
業
用

ハ
ウ
ス
や
温
室
で
す
が
、
冬
期
や
悪
天

候
、
夜
間
に
は
ボ
イ
ラ
ー
を
使
っ
て
暖

を
取
り
ま
す
。
さ
す
が
に
太
陽
光
と
蓄

電
池
で
は
追
い
つ
き
ま
せ
ん
し
、
コ
ス

ト
や
安
定
供
給
に
問
題
あ
り
で
す
。

　

作
物
や
気
候
に
も
よ
り
ま
す
が
、
年

間
の
重
油
代
金
が
農
家
の
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
増
加
と
い
う
環
境
問
題
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
長
谷
崎
先
生
と
草
野
先
生
の

二
つ
の
研
究
室
が
、こ
の
問
題
解
決
に
手

を
組
ん
で
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

光
で
は
な
く
熱
を
電
気
に
変
え
る

守
家
：
長
谷
崎
先
生
は
本
来
、
宇
宙
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
の

研
究
を
し
て
い
ま
す
。
宇
宙
空
間
で
電

気
を
作
り
、
そ
れ
を
地
上
に
送
る
と
い

う
壮
大
な
計
画
で
す
。

　

し
か
し
今
回
は
、
熱
を
直
接
電
気
に

変
換
す
る
「
熱
電
半
導
体
発
電
シ
ス
テ

ム
」
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
方
法
だ

と
太
陽
光
発
電
と
比
べ
る
と
、
現
状
で

は
効
率
が
低
く
な
り
ま
す
が
、
温
度
差

を
利
用
す
る
た
め
に
安
定
し
た
供
給
が

可
能
で
す
。
つ
ま
り
シ
ス
テ
ム
を
動
か

す
だ
け
の
小
さ
な
電
力
の
安
定
供
給
が

で
き
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
も
っ
と
効
率
よ
く

な
れ
ば
、
例
え
ば
雪
国
の
積
雪
や
火
山

地
帯
、
宇
宙
空
間
な
ど
、
寒
暖
差
を
生

か
し
た
安
定
し
た
電
力
供
給
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
長
谷
崎
先
生
の
研
究
室
で

は
学
生
た
ち
が
、よ
り
効
率
の
高
い
素
材

を
求
め
て
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

太
陽
を
使
っ
て
発
電
す
る
の
は
光
発

電
の
方
が
良
い
の
で
す
が
、
そ
の
電
気

で
暖
房
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
直
接

熱
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
す
る
の

が
何
倍
も
効
率
が
良
い
の
で
す
。
だ
か

ら
私
た
ち
は
、
お
二
人
の
先
生
の
研
究

が
生
か
さ
れ
る
、
熱
を
変
換
す
る
方
法

高日照条件を生かす熱き研究コラボでめざす
県農産品のブランド化と温暖化防止への寄与

研
究
室
へ
よ
う
こ
そ
［
取
材
］
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